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農
業
振
興

　
国
は
、
水
田
政
策
そ
の
も
の
を
令
和
９
年
度
か

ら
根
本
的
に
見
直
す
方
向
を
示
し
て
お
り
、
情
報

を
い
ち
早
く
収
集
し
、
各
農
家
へ
周
知
す
る
と
と

も
に
、
各
関
係
機
関
と
対
策
に
つ
い
て
協
議
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
生
産
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
肥
料
な
ど

の
価
格
が
高
止
ま
り
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
影

響
を
少
し
で
も
緩
和
し
持
続
可
能
な
農
業
が
営
め

る
よ
う
、
全
農
家
を
対
象
と
し
た
低
コ
ス
ト
生
産

に
向
け
た
土
壌
診
断
に
対
す
る
助
成
を
本
年
も
継

続
し
て
行
い
、
適
正
施
肥
に
よ
る
品
質
・
収
量
の

向
上
と
施
肥
設
計
の
見
直
し
に
よ
る
肥
料
コ
ス
ト

の
低
減
に
資
す
る
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

良
質
・
良
食
味
米
の
安
定
生
産

～活力活力と賑わい賑わいあふれる産業のまちづくり～

農
作
業
の
省
力
・
省
人
化
の
推
進

　
労
働
力
不
足
の
解
消
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
と
も
、
妹
背
牛
町
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
研
究
会

と
連
携
し
、
省
力
・
省
人
化
に
向
け
て
有
効
な
技

術
の
研
究
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
肥
料
コ
ス
ト
の
削
減
や
省
力
化
、
収
量
増
加
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
と
し
て
、
人
工
衛
星
の
画
像

と
Ａ
Ｉ
解
析
を
組
み
合
わ
せ
た
デ
ー
タ
を
、
地
力

分
析
や
生
育
分
析
な
ど
に
活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
の

研
究
や
検
証
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
水
稲
直
播
研
究
会
の
活
動
支
援
や
道
営

圃
場
整
備
事
業
に
よ
る
大
区
画
の
推
進
な
ど
、
一

層
の
省
力
化
や
生
産
性
の
向
上
を
め
ざ
し
て
ま
い

り
ま
す
。

活
力
あ
る
農
村
づ
く
り
及
び

担
い
手
の
育
成
・
確
保

有
害
鳥
獣
対
策

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、
エ
ゾ
シ
カ
、

カ
ラ
ス
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
に
よ
る
農
作
物
被

害
等
を
防
止
す
る
た
め
、
今
後
も
関
係
機
関
・

団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
駆
除
体
制
の
強
化
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
猟
銃
免
許
等
取
得
及
び
更
新
費
用
の

一
部
助
成
を
引
き
続
き
行
い
、
有
害
鳥
獣
駆
除

に
欠
か
せ
な
い
狩
猟
者
の
育
成
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
、
農
協
青
年
部・女
性
部
に
お
か
れ
て
は
、

各
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
画
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
に
お
い

て
も
魅
力
あ
る
農
業
と
活
力
あ
る
農
村
づ
く
り
活

動
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
と

も
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
業
担
い
手
の
育
成
・
確
保
に
つ
い
て
は
、
北

空
知
農
業
後
継
者
対
策
育
成
支
援
協
議
会
に
よ
る

若
手
農
業
者
の
研
修
や
、
現
在
、
北
海
道
拓
殖
短

期
大
学
と
近
隣
市
町
で
行
っ
て
お
り
ま
す
新
規
就

農
者
等
冬
期
集
中
講
座
等
へ
の
参
加
を
促
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
北
海
道
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
新
規
就
農
者
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
に
伴

い
、
本
町
農
業
の
Ｐ
Ｒ
に
資
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
の
啓
蒙
資
材
を
作
成
し
、
新
規
就
農
者
の
確

保
・
育
成
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
私
が
町
政
を
お
預
か

り
し
て
か
ら
２
期
８
年
目
と
な
る

任
期
の
最
終
年
を
迎
え
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
町
政
の
運
営

に
関
し
ま
し
て
、
議
員
の
皆
様
、

そ
し
て
町
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

事
に
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

不
安
定
な
世
界
情
勢
等
を
背
景

と
し
た
物
価
高
は
、
依
然
と
し
て

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
、
町
民
の
暮
ら
し
や

事
業
者
の
活
動
を
守
る
べ
く
、
国

は
じ
め
に

や
北
海
道
な
ど
関
係
機
関
と
密
接

に
連
携
し
な
が
ら
、
負
担
軽
減
に

努
め
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
お
り
ま
す 

「
第
９
次
妹
背
牛
町

総
合
振
興
計
画
」
に
掲
げ
た
「
小

さ
な
ま
ち
か
ら　

広
が
る
つ
な
が

り　

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち　

も
せ

う
し
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ

に
、
移
住
定
住
対
策
や
子
育
て 

支

援
に
重
点
を
置
い
た
施
策
を
核
と

し
、
確
実
な
財
源
確
保
に
努
め
、

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
、

今
後
と
も
積
極
的
に
取
り
組
み
な

が
ら
町
政
執
行
に
あ
た
っ
て
い
く

決
意
で
あ
り
ま
す
。

令和７年度

町政執行方針（要旨） 全文はこちら

妹背牛町長

田中　一典
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町政執行方針

移
住
定
住
の
促
進

観
光
の
振
興

　
妹
背
牛
温
泉
ペ
ペ
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
４

月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。
サ

ウ
ナ
を
充
実
し
、
左
右
で
趣
の
異
な
る
浴
室
を
男
女

入
替
制
に
て
行
い
、
皆
様
に
愛
さ
れ
る
温
泉
を
め
ざ

し
て
お
り
ま
す
。
町
内
利
用
者
を
増
や
す
べ
く
、
町

民
の
日
な
ど
を
設
け
、
少
し
で
も
利
用
し
や
す
い
施

策
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
額
が
過
去

最
高
の
金
額
と
な
り
、
令
和
７
年
度
に
つ
い
て
も
、

寄
附
額
を
維
持
し
関
係
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
の
応
援
大
使
で
あ
り
ま
す
ア
イ
ド
ル

グ
ル
ー
プ
「
タ
イ
ト
ル
未
定
」
の
山
下
彩
耶
さ
ん
や
女

子
カ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム
「
フ
ォ
ル
テ
ィ
ウ
ス
」
を
通
し
て
、

本
町
に
関
す
る
様
々
な
発
信
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

各
施
策
の
Ｐ
Ｒ
と
も
リ
ン
ク
し
た
観
光
に
つ
な
が
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

　

移
住
定
住
対
策
と
し
て
、
土
地
購
入
・

住
宅
新
築
・
中
古
住
宅
購
入
に
係
る
支

援
を
は
じ
め
、
転
入
者
へ
の
引
越
し
助

成
や
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
者
へ
の
家
賃

助
成
を
昨
年
に
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
民
間
住
宅
に
住
ま
わ
れ
て
い

る
方
の
家
賃
助
成
額
を
増
額
し
、
期
間

を
３
年
か
ら
５
年
へ
と
延
長
、
高
校
通

学
費
の
助
成
額
も
増
額
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
定
住
対
策
等
に
つ
い
て

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
、

移
住
定
住
促
進
の
チ
ラ
シ
等
の
配
布
を

考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
道
内
外
の

移
住
フ
ェ
ア
に
参
加
、
移
住
者
の
声
を

直
接
聞
く
こ
と
に
よ
り
移
住
施
策
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
移
住
定
住
へ
と

つ
な
が
る
施
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

空
き
家
対
策

　

本
町
で
は
、令
和
５
年
度
に
「
空

き
家
等
対
策
計
画
」
を
改
定
し
、

空
き
家
等
の
実
態
調
査
を
行
う
と

と
も
に
、
管
理
・
利
活
用
に
関
す

る
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
急
速
に
進
む
人
口
減

少
に
伴
い
、
年
々
空
き
家
が
増
加

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
中
、
活
用

が
困
難
な
空
き
家
の
除
却
に
対
し

て
は
、
住
宅
等
撤
去
費
助
成
事
業

を
継
続
し
、
固
定
資
産
税
の
納
税

通
知
書
に
住
宅
撤
去
費
助
成
事
業

の
パ
ン
フ
を
同
封
し
て
解
体
を
促

進
、
活
用
が
可
能
な
空
き
家
は
地

域
資
源
と
し
て
利
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
空
き
家
等
の
抑
制
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
け
る
商
工
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
近
郊
の
大
型
店
進
出
や
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、

依
然
と
し
て
苦
し
い
経
営
状
況
が
続
い

て
お
り
、
引
き
続
き
商
工
振
興
を
図
る

取
り
組
み
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

資
金
融
資
保
証
料
の
補
給
支
援
、
小

売
店
舗
等
設
備
支
援
事
業
を
継
続
し
、

商
工
会
事
業
の
住
宅
等
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
事
業
、
お
買
い
物
お
も
て
な
し
タ
ク

シ
ー
助
成
事
業
、
モ
ス
ピ
ー
カ
ー
ド
の

ポ
イ
ン
ト
贈
呈
支
援
、
さ
ら
に
は
新
規

起
業
（
創
業
）
へ
の
支
援
に
つ
い
て
も

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
活
性
化
に
結
び
つ
く
事

業
展
開
に
対
し
、
積
極
的
に
支
援
を
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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町政執行方針

～安心して暮らせる福祉福祉と健康健康のまちづくり～

高齢者福祉、介護サービスの充実
　本町においても、高齢化率の上昇をはじめ、ひとり
暮らしや高齢者夫婦世帯の増加が懸念されています。
　そうした中で、「わかち愛もせうしひろば」を利用し
た介護予防・総合事業の充実や情報提供など地域の包
括的なケアシステムの構築に向けて、地域住民の複雑
化・複合化した支援ニーズに対応するため「重層的支
援体制整備事業」を実施しています。
　また、高齢者世帯等を対象に水道料金及び灯油等の
暖房用燃料費の一部助成などの継続、高齢者等の交通
費助成事業の拡充及び 70 歳以上を対象とした温泉入
館料助成事業を拡充してまいります。

児 童福祉、子育て支援の充実

　令和７年度は、新たに子育て世代包括支援センター
機能に虐待予防や個別相談支援等の児童福祉機能を加
えた「こども家庭センター」を開設し、多様なニーズ
に応えられる体制を整備してまいります。
　子育て世代交流施設「from ☆ Moko」における地
域子育て支援拠点事業は、少子化で孤立しがちな親子
が安心して集い、交流を深めることができる場として、
より一層の活用を図るとともに、乳児の一時預かりに
も対応できる「子ども誰でも通園制度」の実現に向け
て体制を整えてまいります。

健 康づくり・医療の充実

　町民の死亡原因のトップであるがんへの対策とし
て、各種がん検診事業や健康教育に取り組んでいます。
　令和７年度は新たに、胃がんの要因とされるピロリ
菌感染の発見、治療により将来の胃がん発症を防ぐと
ともに、保護者世代の関心も高める目的で、中学生を
対象とした尿中ピロリ菌検査を開始いたします。
　また、近年の不安定な社会・経済状況を背景に、身
近な人が悩んでいる人の支えになることができるよ
う、ゲートキーパーの養成や普及啓発をさらに進めて
まいります。

地 域福祉、心身障がい者福祉の充実

　福祉に対するニーズが多様化する中、地域福祉の中
核を担う社会福祉協議会をはじめ、ＮＰＯ法人、民生
児童委員、町内会など関係機関と連携のもと、全町民
が等しく豊かさを享受し、自分らしく生き生きと暮ら
せる共生型のまちづくりをめざしてまいります。
　また、就労継続支援事業所の「アグリーン妹背牛」と、
相談支援事業所の「ジェミニ」、グループホーム「夢の
杜」とも連携し、障がい者の方が安心して暮らせるま
ちづくりを目指すとともに、各種福祉サービスの適切
な提供と社会参加の促進に努めてまいります。

６つの

Point

国民健康保険事業について

　平成３０年からスタートした都道府県単位化によ
り、医療費の変動による急激な保険料の増減は緩和さ
れることになりましたが、統一保険料に向けた応能・
応益賦課割合の見直しは、今後の課題でもあります。
　国民健康保険は、国民皆保険制度の基盤として、健
全かつ安定的な運営を確保する必要があり、その役割
を充分に果たしていけるよう取り組んでまいります。
　なお、令和７年度の国民健康保険料率については、所
得などの確定後に国民健康保険運営協議会でご審議い
ただき、改めてご提案申し上げたいと考えております。

　介護保険制度は、誰もがいつまでも自立した生活
が送れるよう社会全体で支えていく仕組みとして、
医療保険制度、公的年金制度等と並び日本の社会保
障制度の一翼を担っています。
　令和６～８年度を計画期間とした「第９次介護保
険事業計画」を策定し、「みんなで支え合い 笑顔か
がやくまち もせうし」を基本理念に、高齢者施策を
推進し、介護保険の安定的な運営に努めております。
　今後も、介護予防と生活支援の推進などを基本方
針に取り組みを進めてまいります。

介護保険事業について

5
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～安全で生活しやすい快適なまちづくり～～安全で生活しやすい快適なまちづくり～

環境衛生
　本町では、資源リサイクルによる循環型社会を構
築するため、ゴミの分別・資源化に取り組んでいます。
限りある資源の有効活用を図り、生活環境の保全及
び公衆衛生の向上に努めてまいります。
　また、今年度は、福祉施設群における災害時のレ
ジリエンスの向上を目的とした太陽光発電及び蓄電
池設備の導入に向けた実施設計を行い、次年度以降
に再生可能エネルギーを最大限活用したマイクログ
リッドの構築に向けた事業継続強化事業の取り組み
を加速していきます。

上下水道等の充実
　簡易水道事業は、生活基盤近代化事業を活用した、
配水池の耐震化事業を令和５年度より着手し、本年
度完了を予定しております。
　農業集落排水事業は、安全で快適な下水道サービ
スを持続的・安定的に供給するため、適正な時期の
更新を行ってまいります。
　今後も農業用水域の保全、町民の生活環境の向上に
資するため、農業集落排水処理施設及び個別排水処理
施設の適正な維持管理に努め、健全な事業運営を行っ
てまいります。

住宅施策
　現在管理しております町営住宅は、公営住宅１６０
戸、特定公共賃貸住宅４戸、地域優良賃貸住宅２戸、
単身勤労者住宅８戸、勤労者住宅４戸の計１７８戸
となっております。
　平成 29 年度より稲穂団地の建て替えを進めていた
事業は、本年度のＦ棟建設をもって完了となります。
　今後は、新たな公営住宅等長寿命化計画を策定し、
計画的な公営住宅の長寿命化改修や、長期にわたり
住宅を使用できるよう適正な維持管理に努めるとと
もに、住宅使用料の収納率向上に努めてまいります。

消防・救急の充実
　「高機能消防指令システム」及び「統合型位置情報通
知システム」により、通報者の位置情報や災害地点の即
時特定、現場への到着時間短縮につながっております。
　本町の火災発生状況は、昨年は１件でしたが、無
火災を目指して、防火意識の啓蒙などを積極的に進
めていかなければならないと考えております。
　昨年の本町に係る救急業務の出場件数は１２６件
で前年と比べて減少はしていますが、今後も迅速か
つ確実な救急対応により、地域の安全と安心の確保
を図ってまいります。

７７つの柱

防災・治水の充実

　本年度は、防災行政無線システム
の導入により各戸に配置した戸別受
信機及び、スマートフォンアプリを
活用した即時の緊急情報に加えて、
平常時の注意喚起や行政情報など、
住民への情報発信体制について適正
な運用を図ってまいります。
　治水対策につきまして、令和７年
度は、芽生川下流部の浚渫工事を実
施し、普通河川の計画的な維持管理
に務めてまいります。
　水中ポンプの設置稼動については、
関係機関と連携を密に洪水災害の未
然防止に万全を期してまいります。

交通安全・防犯活動の充実

　本町の交通事故死ゼロの継続につ
きましては、本年２月６日に、「２，
５００日」を達成いたしました。引
き続き交通事故死ゼロの町を継続で
きるよう、一日一日を着実に積み重
ねていきたいと考えております。
　防犯活動につきましては、近年は
ＳＮＳを使用した投資詐欺や高齢者
を標的とした特殊詐欺での被害が全
国的に後をたたず、気づかないうち
に巻き込まれている事例が多く報告
されています。警察をはじめ防犯・
交通関係団体などとの連携を強化
し、犯罪や事故のない「安全で安心
な地域づくり」に努めてまいります。

道路、雪対策の充実

　町道の整備につきましては、舗装修
繕計画に基づき、町道東１丁目線の舗
装修繕を継続して行い、新規では町道
山３線の舗装修繕に着手いたします。
今後も道路交通網の適正な維持管理と
維持補修に努めてまいります。
　橋梁につきましては、橋梁長寿命
化修繕計画に基づき、山下橋、国見
橋の２橋の修繕を行います。
　冬期間の除排雪対策については、
除雪機械の計画的な更新に取り組む
とともに、生活道路の安全確保や緊
急車両の通行確保に努めるなど、今
後も効率的な除排雪が実施されるよ
う業務を遂行してまいります。
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